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１．世界に誇る戸別配達制度を堅持し
わが国の政治・経済・文化の発展
と民主主義の擁護に貢献する

２．新聞の持つ公器性に基づき公正な
販売を期する

３．新聞販売店共通の目的である経営
の健全化を追求する

大阪市北区与力町１-５
与力町パークビル７階
電話０６（６４５０）５６７１/FAX０６（６４５０）５６７２
npk-kinki２＠vivid.ocn.ne.jp

発行責任者 小西 康弘
広報委員長 岩田 達承

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
販

売
協
会
近
畿
（
略
称
・
日
販
協

近
畿
）は
４
月
７
日
、「
２
０
２

５
年
度
第
１０
回
理
事
会
」
を
大

阪
市
北
区
の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

ク
ラ
ブ
大
阪
で
開
き
、
６
月
１０

日
に
開
催
す
る
第
３
回
通
常
総

会
の
議
案
を
決
め
、
小
西
康
弘

副
理
事
長（
読
売
・
柏
原
）を
理

事
長
と
す
る
人
事
案
を
内
定
し

た
。
任
期
は
２
年
。
２
０
２
６

年
度
の
日
販
協
近
畿
は
「
経
営

基
盤
の
再
建
」
と
「
持
続
可
能

な
戸
別
配
達
網
の
維
持
」
を
最

優
先
課
題
と
し
、
折
込
・
販
売

手
数
料
の
増
額
交
渉
、
休
刊
日

制
度
改
革
、
労
務
環
境
改
善
、

広
報
体
制
強
化
、
支
部
と
の
直

接
対
話
の
拡
充
を
柱
と
し
て
事

業
を
推
進
す
る
。◇

辻
昭
彦
専
務
理
事
・
総
務
統

括
（
京
都
・
羽
拍
子
）
の
司
会

で
、
冒
頭
、
真
辺
譲
司
理
事
長

（
毎
日
・
西
明
石
）が
２
月
末
で

廃
業
し
、
理
事
長
を
退
任
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
真
辺
理

事
長
は
今
年
６
月
の
通
常
総
会

ま
で
任
期
が
残
っ
て
い
た
。
通

常
総
会
ま
で
は
小
西
副
理
事
長

が
理
事
長
職
を
代
行
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

理
事
会
は
保
田
満
範
専
務
理

事（
産
経
・
大
正
南
）が
議
長
を

務
め
た
。
日
販
協
近
畿
の
専
務

理
事
会
、公
社
日
販
協（
全
国
）

の
本
部
長
会
議
、
事
業
委
員
会

（
広
報
、社
会
貢
献
、組
織
力
向

上
）、業
務
委
員
会
（
折
込
、
労

務
環
境
、
法
規
公
正
）
に
関
す

る
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
。

公
社
日
販
協
の
本
部
長
会
議

に
出
席
し
た
辻
専
務
理
事
・
総

務
統
括
は
「（
全
国
本
部
に
対

し
て
）
休
刊
日
の
増
設
を
（
発

行
本
社
側
に
）
強
く
要
望
す
る

よ
う
求
め
た
」と
述
べ
た
。

広
報
担
当
の
岩
田
達
承
専
務

理
事
（
朝
日
・
千
里
山
）は
、献

血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
情
報
な
ど

に
つ
い
て
「
ウ
ェ
ブ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
即
時
発
信
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。
献
血
に
関
し
て
は

支
部
長
と
の
連
携
を
密
に
し
て

い
き
た
い
」と
報
告
し
た
。

申
し
込
み
が
あ
っ
た
学
校
に

対
し
て
新
聞
を
提
供
す
る

「
ニ
ュ
ー
す
べ
教
」に
つ
い
て
、

社
会
貢
献
担
当
の
畑
善
章
専
務

理
事（
神
戸
・
春
日
）は「
ウ
ェ

ブ
経
由
で
学
校
か
ら
申
し
込
み

が
あ
っ
た
の
は
近
畿
全
体
で
４８

校
、
ウ
ェ
ブ
以
外
で
は
２２
校
、

合
計
７０
校
。特
に
多
い
の
が
枚

方
市
（
２５
校
）
と
姫
路
市
（
１４

校
）
で
、
２
市
で
半
数
以
上
を

占
め
て
い
る
。『
す
べ
教
』
は

若
い
読
者
を
育
て
る
意
味
合
い

も
あ
る
の
で
、
そ
の
後
の
効
果

検
証
も
大
事
だ
」
と
述
べ
た
。

組
織
力
向
上
担
当
の
辻
専
務

理
事
・
総
務
統
括
は
「
こ
の
２

年
で
、
会
員
数
が
毎
年
５
％
ず

つ
減
っ
た
こ
と
で
会
費
収
入
が

減
り
、
赤
字
運
営
に
陥
っ
た
。

４
月
現
在
は
本
店
９
７
０
、
支

店
５
９
１
、
本
支
店
１
５
６
１

（
前
年
同
期
比
１
３
２
減
）」

と
報
告
し
た
。

折
込
担
当
の
大
塚
玲
専
務
理

事
（
日
経
・
九
条
）
は
折
込
手

数
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

「
再
度
、
要
望
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
最
低
目
標
は

７
割
、
で
き
た
ら
８
割
。
秋
ま

で
が
勝
負
だ
」
と
訴
え
た
。

労
務
環
境
担
当
の
小
西
副
理

事
長
は
、
４
月
か
ら
強
化
さ
れ

た
自
転
車
に
関
す
る
道
交
法
改

正
に
触
れ
「
も
う
一
度
、
違
反

行
為
の
再
確
認
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
注
意
を
促
し
た
。

法
規
公
正
担
当
の
保
田
専
務

理
事
は
、
近
畿
地
区
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
届
い
た
新
聞
販

売
に
関
す
る
苦
情
件
数
に
つ
い

て
「
直
近
の
１
月
は
前
年
対
比

で
マ
イ
ナ
ス
３７
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
１５
支
部
の
支
部
長
が

こ
の
春
に
実
施
し
た
献
血
活
動

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

◇

理
事
会
終
了
後
に
、「
発
行

本
社
と
販
売
店
の
交
渉
方
法
／

折
込
広
告
会
社
と
販
売
店
の
交

渉
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
服
部
崇

博
弁
護
士
が
講
演
し
た
（
２
面

掲
載
）。

柏原

垂水東販売

高槻南

千里山

大正南

西和・北王寺

安曇川

九条

西和

㈲北村新聞舗
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しんわ税理士法人
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法律 事 務 所
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大阪中央販売

読売

神戸

読売

朝日

産経

毎日

京都

日経

朝日

産経

朝日

朝日

産経

産経

産経

京都

京都

毎日

毎日

読売

読売

読売

神戸

神戸

日経

小西 康弘

山田 秀基

吉岡 大輔

岩田 達承

保田 満範

桐山 政孝

安蒜 泰久

大塚 玲

壽 克史

髙橋 宗浩

山田 貞夫

田中 明子

小寺 陽平

梁瀬 秀則

山内 信幸

片川 章

山本 恵司

立松 英樹

田中 淳志

喜多 亮介

楠 敬

中村 龍男

今村 全孝

中村 次郎

水澤 幸仁

小寺 達義

松田 公仁

播田 伸治

佐野 雅一

理事長

副理事長

専務理事
（総務統括）

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

専務理事

監事(常任）
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常任顧問

顧問

顧問

事務局長

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

日販協近畿報

次
期
理
事
長
に
小
西
氏（
読
売
・
柏
原
）

次
期
理
事
長
に
小
西
氏（
読
売
・
柏
原
）

一般社団法人日本新聞販売協会近畿

真
辺
理
事
長
が
退
任
２
０
２
５
年
度
最
後
の
理
事
会

次期理事長に内定した小西副理事長

https : //nippankyo-kinki.com

（一社）日販協近畿 2026 年度の役員（案）（一社）日販協近畿 2026 年度の役員（案）

※各支部長が理事として加わる

日
販
協
綱
領

日 販 協 近 畿 報 （２０２６年４月号）2 0 2 6 年 4 月 3 0 日（木曜日）（1）


